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 後期高齢者医療制度は、高齢化の急速な進展と医療の高度化等に伴い、医療費が年々増

加するなか、高齢者の皆様が将来にわたって、安心して医療を受けられるよう平成２０年

４月に創設されてから、９年が経過しようとしています。 

 平成２７年度における当広域連合の平均被保険者は、２９０，６１５人で、福島県の平

均人口の１５．１４％と過去最高となったほか、医療の高度化や新薬などにより、医療費

は増加傾向が続いております。 

このような状況を踏まえ、当広域連合では、被保険者ができる限り健康的で自立した日

常生活を送ることができるよう、保健事業実施計画（データヘルス計画）に基づく保健事

業を実施するとともに、ジェネリック医薬品の使用促進や医療機関等への適正受診など、

医療費の適正化に努めてまいりました。 

 

本書では、平成２３年度から平成２７年度における当広域連合の医療費の状況や疾病の

状況をまとめております。また、疾病分類の状況については、平成２６年度からＫＤＢシ

ステムに基づく詳細なデータを作成しております。 

関係各位におかれましては、医療費の適正化、健康づくり等に関する各種事業を推進す

るための一助として、ご活用いただければ幸いに存じます。 

 

 当広域連合では、今後とも被保険者の皆様が健康で安心して医療を受けられるよう、構

成市町村や関係機関との連携をより一層密にし、保険者としての運営責任を果たして参り

ますので、引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

平成２９年３月 

 

 福島県後期高齢者医療広域連合長 

  小林 香
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１ この医療概況は、平成２３年度から平成２７年度の５ヵ年における本広域連合の概要を掲載して

いる。 

 

２ この医療概況は、後期高齢者医療事業報告書や診療報酬明細書（以下「レセプト」という。）等に

基づいて編集したものである。 

 

３ 各種分析内容の数値についての留意事項は、次のとおりである。 

（１）年度とは、当該年の３月から翌年２月までの期間とする。 

（２）疾病の状況は、医科レセプトのみ対象とし、歯科レセプトについては含まれていない。 

（３）疾病の分類は国保データベースシステム（以下「ＫＤＢシステム」という。）に基づいており、

レセプト上の傷病名コードを「IDC10 コード」に変換し、レセプトに記載されている主病・副

病問わず、最も医療費の高い疾病と、その疾病にかかる医療費を対象としている。 

 

４ 用語の説明 

用語の定義は次のとおりである。 

（１）平均被保険者数 

    年度の各月末における被保険者数（３月～２月ベース）の合計を 12 月で除したものである。 

 （２）被扶養者 

    後期高齢者医療に加入する以前の医療保険が、被用者保険等の扶養者だった者である。 

（３）診療費 

    入院、入院外、歯科の合計である。 

（４）医療費 

    入院、入院外、歯科、調剤、食事・生活療養費、訪問看護療養費の合計である。 

※（３）診療費及び（４）医療費は、療養の給付に要する費用と一部負担金等の合計である。 

（５）療養給付費 

   医療費総額から一部負担金等を控除した保険者負担額である。 

（６）受診率（100 人当たり件数） 

    被保険者 100 人当たりの１年間の平均的な受診件数である。 

○ 受診率 ＝ レセプト件数 ÷ 平均被保険者数 × 100 

（７）１件当たり日数 

     レセプト１件当たりの平均的な受診日数である。 

○ １件当たり日数（日）＝ 診療実日数 ÷ レセプト件数 

（８）１件当たり医療費 

    レセプト１件当たりの平均的な医療費である。 

○ １件当たり医療費（円）＝ 医療費 ÷ レセプト件数 

（９）１日当たり医療費 

    １日当たりの平均的な医療費である。 

○ １日当たり医療費（円）＝ 医療費 ÷ 診療実日数 

 

例   言 



- 2 - 

（10）１人当たり医療費 

被保険者１人当たりの１年間の平均的な医療費である。 

○ １人当たり医療費（円）＝ 医療費 ÷ 平均被保険者数 

（11）１万人当たり医療施設数 

統計調査年度の医療施設数を当該年度の平均被保険者数で除して１万倍したものである。 

○ 医療施設数（1 万人当たり数）＝ 医療施設数 ÷ 平均被保険者数 × １万 

（12）１万人当たり医療従事者数 

統計調査年度の医療従事者数を当該年度の平均被保険者数で除して 1 万倍したものである。 

○ 医療従事者数（1 万人当たり人数）＝ 医療従事者数 ÷ 平均被保険者数 × １万 

 

５ 留意事項 

（１）端数処理 

統計表において、合計項目の計数が各構成項目の合計値と一致しない場合があるが、これは 

端数処理（四捨五入）によるものである。 

 （２）地方及び圏域について 

本冊子では市町村ごとのほか、３つの地方及び二次医療圏に基づく７つの圏域に分類している。 

なお、分類は下表のとおりである。 

地方 圏域 構成市町村 

中通り地方 

県北地域 
福島市、二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国見町、川俣町、 

大玉村                     （合計８市町村） 

県中地域 
郡山市、須賀川市、田村市、鏡石町、天栄村、石川町、玉川村、 

平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町    （合計１２市町村） 

県南地域 
白河市、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹町、棚倉町、矢祭町、 

塙町、鮫川村                  （合計９市町村） 

会津地方 

会津地域 

会津若松市、喜多方市、北塩原村、西会津町、磐梯町、猪苗代町、 

会津坂下町、湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町 

（合計１３市町村） 

南会津地域 下郷町、檜枝岐村、只見町、南会津町        （合計４町村） 

浜通り地方 

相双地域 
相馬市、南相馬市、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、 

双葉町、浪江町、葛尾村、新地町、飯舘村    （合計１２市町村） 

いわき地域 いわき市                      （合計１市） 
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軽
減
。

　
　
制
度
に
関
す
る
検
討
会

○
保
険
料
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、
原
則
年
金
か
ら
の
天
引
き

　
「
高
齢
者
医
療
制
度
見
直
し
に
関

　
で
あ
っ
た
の
が
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
口
座
振
替
の
選
択
が

　
　
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」

　
可
能
と
な
っ
た
。

　
・
平
成
2
1
年
4
月
3
日
与
党
高
齢
者

　
　
医
療
制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

○
高
齢
者
負
担
率
…
1
0
.
2
6
％

　
　
ク
ト
チ
ー
ム

○
保
険
料
率
（
平
成
2
2
年
度
・
平
成
2
3
年
度
）

　
「
高
齢
者
医
療
制
度
見
直
し
に
関

　
　
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」

○
見
直
し
に
関
す
る
議
論
の
最
終
と

○
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
改
正

　
り
ま
と
め

　
・
財
政
安
定
化
基
金
に
つ
い
て
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
の
抑
制

　
・
平
成
2
2
年
1
2
月
2
0
日
高
齢
者
医

　
　
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
療
制
度
改
革
会
議

○
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

○
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案

　
に
伴
う
保
険
料
の
減
免
及
び
一
部
負
担
金
等
の
免
除

　
・
平
成
2
3
年
6
月
3
0
日
政
府
・
与
党

　
　
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
決
定

○
高
齢
者
負
担
率
…
1
0
.
5
1
％

○
賦
課
限
度
額
…
5
5
万
円

○
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱

○
保
険
料
率
（
平
成
2
4
年
度
・
平
成
2
5
年
度
）

　
・
平
成
2
4
年
2
月
1
7
日
閣
議
決
定

※
備
考
欄
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
年
報
の
内
容
か
ら
抜
粋
。

主
要
事
項

所
得
割
率

7
.
6
0
％

平
成
2
2
年
4
月

備
考

平
成
2
1
年
4
月

一
般

住
民
税
非
課
税
世
帯

2
5
万
円

限
度
額

初
年
度
限
度
額
※

年
度

患
者
一
部
負
担
金
等

8
9
万
円

5
6
万
円

7
5
万
円

3
1
万
円

4
1
万
円

均
等
割
額

4
0
,
0
0
0
円

均
等
割
額

4
0
,
0
0
0
円

平
成
2
4
年
4
月

平
成
2
2
年
5
月

平
成
2
3
年
3
月

所
得
割
率

世
帯
区
分

現
役
並
み
所
得
者 区

分
Ⅱ

区
分
Ⅰ

6
7
万
円

1
9
万
円

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
沿
革

7
.
7
6
％
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○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
及
び
一
部
負
担
金
等
の

○
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
成
立

　
免
除
の
終
了

　
（
平
成
2
4
年
8
月
1
0
日
成
立
）

（
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
減
免
等
は
継
続
）

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
者
に

　
係
る
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
免
除
期
限
の
延
長

　
（
平
成
2
6
年
2
月
2
8
日
ま
で
）

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
者
に

○
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

　
係
る
平
成
2
5
年
度
分
保
険
料
の
減
免
決
定

　
報
告
書
（
平
成
2
5
年
8
月
6
日
）

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
者
に

　
　
て
は
、
創
設
か
ら
５
年
が
経
過

　
係
る
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
免
除
期
限
の
延
長

　
　
し
、
現
在
で
は
十
分
定
着
し
て

　
（
平
成
2
6
年
9
月
3
0
日
ま
で
）

　
　
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、

　
　
現
行
制
度
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

○
高
齢
者
負
担
率
…
1
0
.
7
3
％

　
　
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
後
期

○
賦
課
限
度
額
…
5
7
万
円

　
　
高
齢
者
支
援
金
に
対
す
る
全
面

○
保
険
料
率
（
平
成
2
6
年
度
・
平
成
2
7
年
度
）

　
　
総
報
酬
割
の
導
入
を
始
め
、
必

　
　
要
な
改
善
を
行
っ
て
い
く
こ
と

　
　
が
適
当
で
あ
る
。

○
保
険
料
軽
減
に
係
る
所
得
基
準
の
拡
大

○
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確

・
５
割
軽
減
（
現
　
行
）
3
3
万
円
＋
2
4
.
5
万
円
×
被
保
険
者
数

　
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
を
除
く
）

　
関
す
る
法
律

　
　
　
　
　
（
改
正
後
）
3
3
万
円
＋
2
4
.
5
万
円
×
被
保
険
者
数

　
（
平
成
2
5
年
法
律
第
1
1
2
号
）

　
※
二
人
世
帯
以
上
の
対
象
を
、
単
身
世
帯
も
対
象
と
す
る

・
２
割
軽
減
（
現
　
行
）
3
3
万
円
＋

3
5
万
円

×
被
保
険
者
数

○
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

　
　
　
　
　
（
改
正
後
）
3
3
万
円
＋

4
5
万
円

×
被
保
険
者
数

　
（
平
成
2
6
年
6
月
2
4
日
閣
議
決
定
）

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
特

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
者
に

　
　
例
軽
減
に
つ
い
て
、
段
階
的
に

　
係
る
平
成
2
6
年
度
分
保
険
料
の
減
免
決
定

　
　
見
直
し
を
進
め
る
。

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
者
に

　
係
る
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
免
除
期
限
の
延
長

　
（
平
成
2
7
年
2
月
2
8
日
ま
で
）

　
※
旧
避
難
指
示
区
域
等
で
は
所
得
制
限
有
り

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
者
に

　
係
る
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
免
除
期
限
の
延
長

　
（
平
成
2
8
年
2
月
2
9
日
ま
で
）

　
※
旧
避
難
指
示
区
域
等
で
は
所
得
制
限
有
り

※
備
考
欄
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
年
報
の
内
容
か
ら
抜
粋
。

平
成
2
6
年
1
0
月

均
等
割
額

所
得
割
率

4
1
,
7
0
0
円

8
.
1
9
％

備
考

平
成
2
5
年
3
月

平
成
2
5
年
7
月

平
成
2
6
年
3
月

年
度

主
要
事
項

患
者
一
部
負
担
金
等

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
沿
革

平
成
2
4
年
9
月

平
成
2
6
年
7
月

平
成
2
7
年
3
月

平
成
2
6
年
4
月
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○
保

険
料

軽
減

に
係

る
所

得
基

準
の

拡
大

○
持

続
可

能
な

医
療

保
険

制
度

を
構

築

・
５

割
軽

減
（

現
　

行
）

3
3
万

円
＋

2
4
.
5
万

円
×

被
保

険
者

数
　

す
る

た
め

の
国

民
健

康
保

険
法

等
の

　
　

　
　

　
（

改
正

後
）

3
3
万

円
＋

2
6
万

円
×

被
保

険
者

数
　
一
部
を
改
正
す
る
法
律

・
２

割
軽

減
（

現
　

行
）

3
3
万

円
＋

4
5
万

円
×

被
保

険
者

数
　
(
平
成
2
7
年
5
月
2
7
日
成
立
)

　
　

　
　

　
（

改
正

後
）

3
3
万

円
＋

4
7
万

円
×

被
保

険
者

数

○
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

○
東

京
電

力
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
に

伴
う

避
難

者
に

　
（
平
成
2
7
年
6
月
3
0
日
閣
議
決
定
）

　
係

る
平

成
2
7
年

度
分

保
険

料
の

減
免

決
定

○
東

京
電

力
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
に

伴
う

避
難

者
に

　
係

る
窓

口
で

の
一

部
負

担
金

の
免

除
期

限
の

延
長

　
（

平
成

2
9
年

2
月

2
8
日

ま
で

）

　
※

旧
避

難
指

示
区

域
等

で
は

所
得

制
限

有
り

○
高

齢
者

負
担

率
…

1
0
.
9
9
％

○
賦

課
限

度
額

…
5
7
万

円

○
保

険
料

率
（

平
成

2
8
年

度
・

平
成

2
9
年

度
）

○
保

険
料

軽
減

に
係

る
所

得
基

準
の

拡
大

・
５

割
軽

減
（

現
　

行
）

3
3
万

円
＋

2
6
万

円
×

被
保

険
者

数

　
　

　
　

　
（

改
正

後
）

3
3
万

円
＋

2
6
.
5
万

円
×

被
保

険
者

数

・
２

割
軽

減
（

現
　

行
）

3
3
万

円
＋

4
7
万

円
×

被
保

険
者

数

　
　

　
　

　
（

改
正

後
）

3
3
万

円
＋

4
8
万

円
×

被
保

険
者

数

○
東

京
電

力
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
に

伴
う

避
難

者
に

　
係

る
平

成
2
8
年

度
分

保
険

料
の

減
免

決
定

○
東

京
電

力
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
に

伴
う

避
難

者
に

　
係

る
窓

口
で

の
一

部
負

担
金

の
免

除
期

限
の

延
長

　
（

平
成

3
0
年

2
月

2
8
日

ま
で

）

　
※

旧
避

難
指

示
区

域
等

で
は

所
得

制
限

有
り

※
備

考
欄

は
、

後
期

高
齢

者
医

療
事

業
年

報
の

内
容

か
ら

抜
粋

。

均
等

割
額

4
1
,
7
0
0
円

所
得

割
率

8
.
1
9
％

平
成

2
9
年

3
月

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
沿
革

年
度

主
要

事
項

患
者

一
部

負
担

金
等

備
考

平
成

2
7
年

4
月

平
成

2
7
年

7
月

平
成

2
8
年

3
月

平
成

2
8
年

7
月

平
成

2
8
年

4
月
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